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京急大師線連続立体交差事業 ２期区間の代替案について 資料１

１ 事業概要

（１）事業目的
京浜急行大師線の小島新田駅から鈴木町駅間約２．４ｋｍにおいて鉄道を地下化することにより、
１０箇所の踏切を除却し、都市内交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による
都市の活性化を図る。

（２）事業内容
・事 業 区 間 ：小島新田駅～鈴木町駅
・事 業 延 長 ：約２．４ｋｍ（２期区間 約２．９ｋｍ）
・除却踏切数：１０箇所（２期区間 ４箇所）
・事業認可期間：平成５年度～平成３６年度
・工事着手時期：平成１８年２月
・事 業 費 ：約１，４２６億円（２期区間 約８０４億円）

２ 事業の経過

平成 ５年 ６月 都市計画決定

平成 ６年 ３月 都市計画事業認可

平成１８年 ２月 １期①区間（小島新田駅～東門前駅）工事着手

平成２８年 ３月
都市計画事業認可の変更
・１期区間の事業認可期間を平成２８年度末から平成３６年度末まで延伸
・２期区間については直ちに工事着手できる状況でないことから事業休止

平成２９年１０月

川崎市公共事業評価審査委員会（事業再評価）
・対応方針【１期区間】（継続）鈴木町駅で現在線にすり付けることで事業を推進

【２期区間】（中止）都市計画変更を前提に代替案検討を行う
⇒市の対応方針について妥当との具申

平成２９年１１月

まちづくり委員会
・川崎公共事業評価審査委員会からの具申を受け、
市として、１期区間「継続」、２期区間「中止」の方針を決定し報告
⇒２期区間の代替案検討の取組を推進

国道４０９号用地

本町踏切

凡例
○：踏切 ：現在線
◎：ボトルネック踏切 ：計画線
：除却踏切

それぞれ一方通行路の踏切
（２つでボトルネック相当）本町踏切

京浜急行大師線 全線延長 約５．０ｋｍ

平面図

１期区間（事業継続） 約２．４ｋｍ

２期区間（事業中止） 約２．９ｋｍ

対策手法の検討図

３ 代替案検討における現状と課題

２期区間が、社会経済状況の変化等から事業中止の方針となった経緯等を踏まえ、費用対効果の高い
対策を選択するため、抽出された対策案の事業効果や事業費などを検討し、総合的な評価を行う。

４ 本町踏切における代替案の検討方針

（１）現 状
○踏切道改良促進法上の位置付け
・２期区間の４箇所の踏切のうち本町踏切が指定要件に該当する。
①自動車ボトルネック（１日当たりの踏切自動車交通遮断量が５万以上のもの）
②歩道狭隘（踏切道の歩道幅員が、踏切道に接続する道路の歩道幅員未満のもの）
・本町踏切以外の３踏切は指定要件に該当しない。

○本町踏切周辺の交通状況等
・平成２８年度に実施した緊急渋滞対策の取組（踏切前の道路線形の改良、踏切遮断機のスリム化等）
により、本町踏切の渋滞が最大約１，０４０ｍ（平成２８年１１月）から約４９０ｍ（平成２９年
１０月）に減少した。
・平成３０年５月の調査では、依然として踏切遮断や一時停止を起因とした渋滞が最大約２５０ｍ
発生している。
・踏切内の歩道幅員が狭いことや、踏切中央部に遮断機が設置されていることから、
歩行者の安全や車両の円滑な通行に支障が生じている。

（２）課 題
○本町踏切について
・踏切遮断時間は事業着手当時に比べて改善しており、近年は自動車交通量も減少傾向ではあるが、
自動車交通量が多く自動車ボトルネックが解消されていない。

○本町踏切以外の３踏切について
・踏切道改良促進法の指定要件に該当しないが、踏切を含む周辺の状況等から、
課題の整理を引続き行う。

年次 平成７年 平成２６年 平成２７年 平成３０年

踏切遮断時間（時間／日） ３．８ ３．４ ２．３ ２．３

自動車交通量（台／日） ２４，１１８ ３１，７７６ ３０，３８７ ２９，４５１

踏切自動車交通遮断量（台・時／日） ９１，６４８ １０８，０３８ ６９，８９０ ６７，７３７

本町踏切の現況写真

東門前～川崎大師鈴木町すり付け 小島新田～東門前

約１．２km（１期②区間） 約１．２km（１期①区間）
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計画概要図

鉄道立体化 道路立体化

・踏切除却できない
踏切除却

・踏切除却できる ・踏切除却できる ・踏切除却できない

構造の概要
・京急大師線が国道４０９号を上越しする
（国道１５号の手前で地上にすり付かないことから、国
道１５号を上越しする高高架となる）

・京急大師線が国道４０９号を下越しする ・国道４０９号が京急大師線を上越しする
（JR、京急本線、国道１５号が連担して高架化されてお
り、これらを上越しするため高高架となる）

・国道４０９号が京急大師線を下越しする

①鉄道オーバー案 ②鉄道アンダー案 ③道路オーバー案 ④道路アンダー案

・国道４０９号の側道の車両通行を確保するため、本町
踏切の除却（閉鎖）は困難
・国道409号の交通処理のためには片側２車線が必
要であり、施工中の長期に渡る片側１車線の交通規
制は不可能
・高架化されたJR、京急本線、国道１５号を上越しする
ため高高架となる箇所が多く、高難度の工事となる
・高架道路の橋脚を現道内に設置するため、全区間
で現道中央部の占用物件移設が必要となる

・国道４０９号の地上部の車両通行を確保するため、本
町踏切の除却（閉鎖）は困難
・道路を地下化するため、全区間で現道中央部の占
用物件移設が必要となる

算出中 算出中

・影響なし ・影響なし

・分合流部の道路拡幅のための用地取得箇所に対し
て、関係地権者の合意が必要

・分合流部の道路拡幅のための用地取得箇所に対し
て、関係地権者の合意が必要
・高高架構造に対して、周辺住民の理解が必要

算出中 算出中

・本町踏切部の占用物件（下水道等）移設が必要とな
る
・河川堤防へ影響を生じさせないために用地取得が
必要となり、関係地権者から合意を得るのに時間を要
する

・高架化による沿線住環境（日照・景観）や土地利用
への影響が大きい
・高架化された国道１５号を更に上越しするため高架と
なり、高難度の工事となる
・鉄道を高架化するため地下化に比べて工事延長が
長くなる
・河川堤防へ影響を生じさせないために用地取得が
必要となり、関係地権者から合意を得るのに時間を要
する。
・既設線路の線形修正のための用地取得が必要とな
り、関係地権者から合意を得るのに時間を要する。

・高架構造物が鉄道敷地内で施工できないため、新た
に用地取得しないと支障する

・地下構造物が鉄道敷地内で施工できないため、新た
に用地取得しないと支障する

・高高架構造に対して、周辺住民の理解が必要
・河川堤防へ影響を生じさせないための用地取得箇
所に対して、地権者の合意が必要
・鉄道線形修正が必要となる用地取得箇所に対して、
地権者の合意が必要

・河川堤防へ影響を生じさせないための用地取得箇
所に対して、関係地権者の合意が必要

・現在線を運行しながらの施工となる ・軌道を受ける桁の施工が必要となる ・高架道路の橋脚を現道内に設置するため、工事中
は片側１車線となり、現道を供用しながらの施工では、
施工ヤードが非常に狭隘

・シールド工法で施工する場合は現道を供用しながら
施工が可能

・踏切除却により解消 ・踏切除却により解消 ・２車線整備（踏切部の通過交通分散化）により解消 ・２車線整備（踏切部の通過交通分散化）により解消

・高架化するため、沿線住環境（日照・景観）や土地利
用に大きく影響する

・地下化するため、沿線住環境（日照・景観）や土地利
用に大きく影響しない

・高高架化するため、沿道住環境（日照・景観）や土地
利用に大きく影響する

・地上部の車両通行を確保するため踏切除却できず、
踏切事故の可能性が残る
・道路が地下に整備されるため、想定を超えるような大
雨時の対策が必要となる

・踏切除却により、踏切を起因とする渋滞や事故が解
消する

・踏切除却により、踏切を起因とする渋滞や事故が解
消する

・２車線整備（踏切部の通過交通分散化）に伴い国道
４０９号の自動車交通が円滑化される

・２車線整備（踏切部の通過交通分散化）に伴い国道
４０９号の自動車交通が円滑化される

河川堤防への影響

沿線住民の合意形成

課題等

概算事業費

ボトルネック踏切解消

沿線への影響

道路・鉄道の安全性

自動車交通への影響

施工性

・地下化するため、沿道住環境（日照・景観）や土地利
用に大きく影響しない

・踏切除却により、踏切を起因とする事故が解消する ・踏切除却により、踏切を起因とする事故が解消する
・鉄道施設が地下化されるため、想定を超えるような大
雨時の対策が必要となる

・側道の車両通行を確保するため踏切除却は困難で
あり、踏切事故の可能性が残る

幸町交番前交差点

本町交差点

競馬場前交差点

多摩川

２車線道路

側道 側道

車道（４車線）

２車線道路

側道側道 本線

分合流部

幸町交番前交差点

多摩川

本町踏切 本町踏切 本町交差点
競馬場前交差点 ：京急大師線

：国道４０９号

：国道１５号

：京急大師線

：国道４０９号

：国道１５号
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京急大師線連続立体交差事業 ２期区間の代替案について 資料３

７ 今後のスケジュール

６ ２期区間の都市計画変更の考え方と流れ

○都市計画変更の内容
・鈴木町すり付けの計画決定
・２期区間の計画廃止

２期代替案の取組方針や位置付けを整理し、手続き等を進める必要がある
本町踏切

京浜急行大師線 全線延長 約５．０ｋｍ
平面図

鈴木町すり付け

代替案の取組方針
や位置付けを整理

都市計画変更の内容
・鈴木町すり付けの計画決定
・２期区間の計画廃止

代
替
案
検
討

代
替
案
取
り
ま
と
め

代
替
案
公
表

都
市
計
画
変
更
手
続
き

都
市
計
画
変
更

（１）考え方

（２）流れ

：既都市計画
：未都市計画

（１期①区間）（１期②区間）
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